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「科学としてのj という形容語の意味について私見を述べます.私もこの研究会の世話人の一人

ですがうこの形容詞の“堅い定義円をしている訳ではありません.私がこの形容詞に込めている想い

は「気持としてのjから f科学としての」への公共化という趣旨です.これに辻「教青は f気持j 二

慢熱だうそれを忘れるから魂が伝わらず形骸化するんだj と反発が出るでしょう.私も「教育は所

詮は人の問題だ」と考えて来たと言えます. (i考えて来たj というか f考えてこなかったJ)学校

教育での実情を知るにつけてもう様々なカリスマ的な担入の流議;こ帰依する集団活動によって血の

通った教育の命JJJRが保たれているようで?こういう話を外から開くと「ああ，しょせんは“教育は

入なり"なのかiと合点してしまうのです.

いま?なぜラ f科学としてのj なのか?グローパノレ化うリテラシ~， ITなどの新ツーノレラ. . .ヲ

ヴァライエテーの広いこの研究会のお話はみなこれに関係しています.科学の研究界に長く身をお

いていた者の視点で追加するならう巨本の科学に係わる広い意味で、の註界(業界)で、の構成のバラ

ンスに狂いがあったのかな?ということである.主要大学ではヲ 1960年代を過農期にラ職場の雰囲

気は論文研究主導に塗り替わったしうまた企業も理工人材を旺盛に鼓奴した.意欲的な理工人材は

匡際的視野で、の萌究や開発の魅力に引き付けられてそこに過度に集中~，また後進にもそのインパ

タトが伝撮し7その熱気が現実に成果として“高み"を築いたことは事実である.しかしこの人材

の涜れの持続可能性と地への反作用においてバランスを失していたかもしれないという感じがす

る.ぜひ誰か統計的に調べてほしいものです.

「科学としてのJのためにやるべき多くの事があると患いますがラ私は科学教育を制度科学にし

てう大学においても一角を占めることを臣標として搭げるべきと考えています(私は現代の科学は

理念的う制度的の両面があり理念だけで語るのは誤りだという主張を展開しているがうプログラム

にあったコメントのタイトル f科学教育が科学になる条件」の科学は制度科学の意味で捉えます). 

ただしうこのことと「科学教育も含めて学校教育の領域はう研究科学などより吉くからラ確立した学

問分野であり?大学でも主要な講成部分である」という現実との関係が語られなければ?何を寝ぼ

けたことを言っているかと 2まるであろう.

ここで、教育の二つの制面を考えておく必要があります.一つはう教育は公共的な社会施策である

からう一定の基準と評錨の監督が必要でありうその一方で施策と教員資質の向上の両面でたえず自

由で創造的試みと検証が求められるラ営みです r科学としてのj は後者によ号強く結びついてい

ます.しかしラ何れにせよう現実に却して言えばうこの課題は教育系学部と理工系を主とした他の学

部との風通しをよくしう両者の間に新しい学聞の柱を建てようという提案になります.議論してい
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け;まう学部の双方に手を突っ込むようなう改革を意味してくると思います.

「新しい学聞の柱を建てるJなどは墨上屋を重ねるだけだという批判が出ると思います.多くの

大学教員が専門研究と科学教育(従来の大学教育より広しすの詞酉iこ関心を持つという意識改革の

方が大事だという声もあるでしょう.それでもやはち新しい学問の柱を立てておくことはう人材の

バランスのとれた流れを作るためにもヲまた「教育の二つの側面Jの第ーの匿に相対的な独立性を

維持するためにも必要であると考えます.もちろんラ性急にこんな制度論にいくよりは理論化や問

題意識の喚起の方が大事だという意見もあるでしょう.そのとおりですが， ~製薬になる走険性もあ

るがう理論化と f喚起」の双方でう活性北には制度論が手っ取り早いこともあります.f可れにせよう

これは錨くまで慈の「科学としてのJに散発された悲の感想です.

この研究会はう坂東さんの人脈の威力が発聾されラ様々な立場の人が集まりました.みなさん辻う

各々の持ち場で固有のゴ、ジャゴジャした課題に押し涜されながらもう何かを求めて向上したいと考

えて生きておられる方々で誌ないかと患います.今自の会で?何回か朝永援一郎の fふしぎだと思

うことラこれが科学の芽ですう・・・・芯で、すj という言葉がヲi用されましたがうこの色紙は 1974

年 11月に京蔀教育センターでの湯}I[ラ朝永ぅ江靖ラ三人の講演会の際のものです.そしてウその時の

湯川秀樹の色紙は「一日生きることはう一歩進むことであちたしリです.f可の裳示、もないがうそれで

いて逆iこずっし切来る言葉で R 最近よくこの言葉が頭に去来します.ここの皆さんもそういう想い

の方が多いのでなし 1かと患います.論語の最初のことば「学びてこれを習ううまた挽ばしからずや.

とも遠方より来るうまた楽しからずや.人知らずしていきどうらず?また君子なちずやj ですがうこ

れを岳己流に次のように解釈しています. f (官僚となって日々の諸事に追い回されてもう)新しく

学んで、分かることに悦びを見出し同じような境遇の学びの友にたまに会うとエネルギーを得てま

た仕事にもどれる.自分の言うことが理解されないときもいちいち腹を立てないのが紳士だと患っ

てシコシコやっていこうJ.ポイントはヲこういうわ民びJr楽しj がとり立ててメンションされる

ということはうそうでないシピアな現実が普景にあるからなのだろうとういうことです.シビア右中

でもシコシコやりましょう.また次にお会いするのを「楽しみj に.
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